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気 象 庁 

「平成20年８月末豪雨」等をもたらした大気の流れについて 

 2008年の７月末から９月初めにかけて、各地で局地的な大雨が観測され、特に８月下旬には「平成

20年８月末豪雨」が発生しました。このような状況をもたらした地球規模の大気の流れについて解析

し、以下のようにまとめました。なお、解析にあたっては、異常気象分析検討会委員の協力をいただ

きました。 

【実況】 

2008年７月末から９月初めにかけて、本州付近は上空の寒気や下層の暖かく湿った気流（暖湿流）

の影響で大気の状態が不安定となり、発達した積乱雲によって局地的に短時間の非常に激しい雨が

観測される日があった（図１）。特に、８月末には、東海地方で総降水量が400mmを越えた地域もあ

り、「平成20年８月末豪雨」となった。 

【解析結果】 

 １．東アジアでは、上空の偏西風が蛇行しやすい状況が続いた。 

① 盛夏期においても、偏西風の蛇行に伴って朝鮮半島付近で気圧の谷が深まった。このため、本

州の日本海沿岸を寒気が周期的に通過し、通過時には大気の状態が非常に不安定となった。 
② ８月上旬や下旬には、日本の南海上に、偏西風の蛇行が強まって取り残された上空の寒気が停

滞した。 
③ 偏西風の蛇行が強まった８月下旬には、上空の気圧の尾根の発達とともに、日本の東海上で高

気圧が発達した。 
 ２．日本付近は、７月末以降、下層に暖湿流が流れ込みやすい状況となった。 

① ８月上旬や下旬には、日本の南海上は上空の寒気に伴って低圧部となり、東海上の高気圧との

間を吹く下層の暖湿流が本州付近に流れ込むことがたびたび見られた。特に、８月下旬には、こ

の低圧部が強まるとともに、南東からの暖湿流も強まった。 
② ７月末や８月中旬に前線が日本海を南下した際には、東シナ海方面から暖湿流が流れ込んだ。 

【特徴的な大気の流れをもたらしたと推測される要因】 

Ａ．偏西風の蛇行の持続 

① 2008年は夏を通して偏西風が蛇行しやすい状況が続いた。春に東シベリアの気温が高いと、そ

の夏に東アジアで偏西風が蛇行しやすいという研究結果もあり、この影響が現れた可能性がある。 
② ８月下旬には日本付近で偏西風の蛇行が強まった。これには、寒帯前線ジェットに沿った波長

数千kmの波の伝播が影響していたと考えられる。 
Ｂ．８月下旬の日本の南海上の低圧部の強まり 

① 日本が暑夏になるケースとして、フィリピン付近の活発な対流活動を伴う低気圧が日本付近の

高気圧を強めるという仕組みが良く知られているが、８月下旬にはその逆のパターンが見られ、

フィリピン付近の高気圧の発達とともに、日本の南海上の低圧部が強まった。 
② フィリピン付近の高気圧の発達には、同時期に活発化したインドネシア付近の対流活動が影響

したと考えられる。また、この対流活動には、西部太平洋赤道域の高い海面水温と中部太平洋赤

道域の低い海面水温のコントラストが影響を与えた可能性が大きい。 
③ 2008年は、夏を通してフィリピン付近で高気圧が強まることが多かった。これには、インド洋



 

 

西部から中部にかけての高い海面水温等、インド洋から太平洋にかけての海面水温分布が影響を

与えた可能性が大きい。 
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図１ 時間50mm以上および日200mm以上を観測した延べ地点数の推移（7/21～9/7、アメダスによる） 

 
図２ 「平成20年８月末豪雨」等をもたらした大気の流れの特徴（概念図） 

【本件に関する問い合わせ先】 
     地球環境・海洋部気候情報課 03-3212‐8341（代表） 

（内線3154,3158） 
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